
 

 
 

 

 

 

 

 

（1）／ 2005/03/17 15:48（2005/03/17 15:48）／ 2k_04206047_01_os2岩塚製菓様_中間事報_表紙_P.doc 

 

 

 

 

第 52 期 
 

中間事業報告書 
 

（平成16年４月１日～平成16年９月30日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－  － 
 

 

 

 

 

 

（1）／ 2005/03/17 15:48（2005/03/17 15:48）／ 2k_04206047_02_os2岩塚製菓様_中間事報_株主の皆様へ_P.doc 

1

株主の皆様へ 

 

 今年、日本列島を襲った台風による水害や
この度の新潟県中越地震により被災された皆
様に謹んでお見舞い申し上げます。 
 

 当社におきましても、この度の被災により、一時生産

中止を余儀なくされました。災害復旧にあたり、株主の

皆様から心あたたまる励ましのお言葉やご支援賜りまし

たことに心よりお礼申し上げます。 

 さて、平成16年４月１日から平成16年９月30日に至る

当社第52期上半期の営業の概況と中間決算につきまして

ここにご報告申し上げます。 

 

 当上半期におけるわが国経済は、企業収益の回復の兆

しを背景に、国内設備投資の持ち直し傾向が見られるも

のの、雇用不安や年金問題、社会保険料の負担増など将

来の生活不安要因が懸念される状況の中で、個人消費は

本格的な回復を見るには至りませんでした。 

 米菓業界におきましては、４月から実施された消費税

の総額表示により、消費者が割高感を覚え消費を手控え

るといった影響も一部で見られました。さらに、７月か

ら８月にかけての猛暑は、需要を減少させ、企業間競争

を厳しいものといたしました。 

 このような状況の中で、当社は一貫して経営の基本方

針の柱であるＮＰＳ（ニュープロダクションシステム）

の全社展開を強化し、「高品質・鮮度第一主義」の基本

姿勢を貫いてまいりました。さらに、当期は「お客様に

感動を届けよう」を合言葉に全社一丸となって価値創造

への挑戦をしてまいりました。 

 営業部門におきましては、人口高密度エリアでのシェ

アアップを目標に掲げ営業活動を展開した結果、関東を

中心としたスーパー・ＣＶＳのシェア拡大につながり売

上増加に寄与いたしました。また、主力商品の販売を強

化することにより、トップ商品の「黒豆せんべい」は

「工場土産」等も含め好調に推移し、前期比大幅な増加

を見ました。 

 製造部門におきましては、生産性向上による原価低減

を図ってまいりましたが、昨年の冷夏による原料米の高
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騰は予想をはるかに超え、原価を押し上げる大きな要因

となりました。４月には分散していた贈答品工場を長岡

工場に集約し、コストの低減を図るとともに繁忙期の増

産体制を整えました。 

 開発部門におきましては、「安全・安心」はもとより

本物志向・健康志向といった市場のニーズに対応した商

品の開発をすすめてまいりました。製法にこだわった

「米・技・心」シリーズ商品や食用笹炭を使用した「炭

あられ」などの新製品は、お客様から一定の評価をいた

だきました。 

 以上の結果、当上半期の業績は、売上高85億10百万円

（前年同期売上高81億75百万円）、経常利益は２億31百

万円（前年同期経常利益２億34百万円）、中間純利益は

１億16百万円（前年同期中間純利益１億02百万円）とな

りました。 

 下半期の見通しにつきましては、国内景気に一部回復

の兆しが見られるものの、個人消費の回復にはもうしば

らく時間を要するものと思われます。 

 このような厳しい経営環境の時こそ、経営方針の柱で

ある「ＮＰＳの全社展開」を強化するとともに、消費者

ニーズをとらえた商品開発を推進し「お客様から感動し

ていただける商品」をお届けできるよう全社一丸となっ

て努力してまいる所存でございます。 

 なお、平成16年10月23日に発生致しました新潟県中越

地震により、当社工場建物、設備等に被害を受けました

が、鋭意復旧に努め11月８日から出荷を再開致しており

ます。 

 株主の皆様には、今後ともなお一層のご支援、ご鞭撻

を賜りますようお願い申し上げます。 

 

平成16年12月 

代表取締役社長 槇   春 夫 
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中間貸借対照表（平成16年９月30日現在） 
 （単位：千円）

 
資 産 の 部 負 債 の 部 

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 3,354,268 流 動 負 債 2,572,635

現 金 ・ 預 金 317,825 買 掛 金 584,160

受 取 手 形 263,628 短 期 借 入 金 850,000

売 掛 金 2,093,941 未 払 法人税等 115,958

有 価 証 券 28,402 未 払 消費税等 19,128

た な 卸 資 産 395,643 賞 与 引 当 金 274,527

そ の 他 261,625 そ の 他 728,859

貸 倒 引 当 金 △6,799 固 定 負 債 3,108,363

固 定 資 産 14,089,848 退職給付引当金 910,339

有 形固 定資 産 4,884,058 役員退職慰労引当金 75,335

建 物 2,918,253 繰 延 税金負債 2,122,688

機 械 装 置 1,080,562 負 債 の 部 合 計 5,680,998

土 地 651,928 資 本 の 部 

そ の 他 233,313 資 本 金 1,634,750

無 形 固 定 資 産 14,907 資本剰余金 1,859,250

投資その他の資産 9,190,882 資 本 準 備 金 1,859,250

投 資 有 価 証 券 8,269,687 利益剰余金 4,555,321

そ の 他 937,104 利 益 準 備 金 101,437

貸 倒 引 当 金 △15,910 任 意 積 立 金 3,765,000

 中間未処分利益 688,883

 株式等評価差額金 3,771,175

 自 己 株 式 △57,378

 資 本 の 部 合 計 11,763,118

資 産 の 部 合 計 17,444,117 負債・資本の部合計 17,444,117

（注）１．記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。 

２．子会社に対する短期金銭債権         98,176千円 

３．子会社に対する短期金銭債務         25,143千円 

４．保証債務                  50,000千円 

５．有形固定資産の減価償却累計額      10,337,559千円 
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中間損益計算書(平成16年４月１日から平成16年９月30日まで) 
 （単位：千円）

 科 目 金 額 

経 常 損 益 の 部 

営 業 損 益 の 部 

売 上 高 8,510,502

売 上 原 価 5,910,592

販売費及び一般管理費 2,649,089 8,559,682

営 業 損 失 △49,179

営 業 外 損 益 の 部 

営 業 外 収 益 

受 取 利 息 76

受 取 配 当 金 262,900

そ の 他 21,385 284,361

営 業 外 費 用 

支 払 利 息 2,238

そ の 他 1,679 3,917

経 常 利 益 231,264

特 別 損 益 の 部 

特 別 利 益 49,924

特 別 損 失 45,476

税 引 前 中 間 純 利 益 235,712

法人税、住民税及び事業税 104,353

法 人 税 等 調 整 額 15,355 119,709

中 間 純 利 益 116,003

前 期 繰 越 利 益 572,880

中 間 未 処 分 利 益 688,883

（注）１．記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。  

２．子会社との取引高 

売    上    高       1,173,947千円 

売  上  原  価        159,626千円 

販売費及び一般管理費         6,805千円 

営業取引以外の取引高（収入高）     956千円 

営業取引以外の取引高（支払高）     133千円 

３．１株当たり中間純利益             19円56銭 
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会社の概要（平成16年９月30日現在） 

商     号 岩塚製菓株式会社 
英  文  名 IWATSUKA CONFECTIONERY CO.,LTD. 
代  表  者 代表取締役社長  槇 春夫 

主要な事業内容 米菓の製造販売 
本     社 新潟県三島郡越路町大字浦9750番地 
設     立 昭和29年４月27日 
資  本  金 16億3,475万円 
従 業 員 数 821名（男 433名、女 388名） 

他に、準社員・嘱託及びパートタイ
マーが177名おります。 

主 要 製 品 名 黒豆せんべい・大袖振豆もち・味しら
べ・鬼ひびサラダ・新潟揚げ・ソフト
豆もちサラダ 等 

主要な事業所 工場：飯塚、沢下条（第一・第二・第
三・第四）、中沢、千歳、長岡、
岡山 

支店：札幌、仙台、東京東、東京西、
名古屋、大阪 

社員研修センター 
子  会  社 株式会社瑞花 

株式会社新潟味のれん本舗 
株式会社越後抄 
瀋陽岩旺米粉製造有限公司 

 

取締役及び監査役（平成16年９月30日現在） 

代表取締役社長 槇  春 夫
取 締 役 中 静 幸 治
取 締 役 村 田 照 雄
取 締 役 田 村 正 一
取 締 役 平 石 俊 夫
取 締 役 丹 羽 文 夫
取 締 役 郷  芳 夫
常 勤 監 査 役 布 川 輝 夫
監 査 役 神 保  稔
監 査 役 佐 藤 英 一
監 査 役 藤 塚  勇
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株式の状況 

（平成16年９月30日現在） 

①株式の総数 

   会社が発行する株式の総数    18,000,000株 

   発行済株式の総数         5,995,000株 

 

②株主総数                 2,989名 

 

③大株主 

株主名 持株数 議決権比率

株式会社紀文食品 305,000 5.14 

株式会社すかいらーく 305,000 5.14 

株 式 会 社北越銀行 296,500 4.99 

岩 塚 製 菓 共 栄 会 290,600 4.90 

平 石 毅 一 279,346 4.70 

岩塚製菓従業員持株会 253,800 4.27 

槇  計 作 249,224 4.20 

槇  政 男 219,120 3.69 

株 式 会 社第四銀行 200,000 3.37 

株 式 会 社魚沼運輸 104,100 1.75 

 
 

株 ％
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株主メモ 

決 算 期 毎年３月31日 
定時株主総会 毎年６月 
株 主 確 定 日 株主配当金 毎年３月31日 

（中間配当を行う場合は９月30日）
株式事務取扱場所  
名義書換代理人 東京都中央区八重洲一丁目２番１号

みずほ信託銀行株式会社 
同事務取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目２番１号

みずほ信託銀行株式会社 
本店証券代行部 

(お問合せ先) 〒135-8722 東京都江東区佐賀一丁目17番７号
みずほ信託銀行株式会社 
証券代行部 
電話 03(5213)5213（代表） 

同 取 次 所 みずほ信託銀行株式会社 
全国各支店 
みずほインベスターズ証券株式会社
本店および全国各支店 

１単元の株式の数 100株 
公告掲載新聞 日本経済新聞 

※当社は決算公告に代えて、貸借対
照表及び損益計算書を当社ホーム
ページに掲載しております。 
(http://www.iwatsukaseika.co.jp/)
 

 

 

 

 

 

 
 

 
〒949-5492 

新潟県三島郡越路町大字浦9750番地 

 

  

 

「お米」のおいしさ創造企業

この中間事業報告書は、古紙配合率100％
再生紙を使用しております。 

この中間事業報告書は、環境に優しい植物性
大豆油インキを使用しております。 




